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「
な
で
し
こ

・
ジ
ャ
パ
ン
」

の
快
挙
は
女
子

マ
ラ
ソ
ン
や
フ

ィ
ギ
ュ
ア
・
ス
ケ
ー
ト
の
活

躍
の
延
長
上
に
生
じ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
な

い
。
化
粧
品
売
り
場
で
も
な

い
旅
行
代
理
店
な
ど
で
、
店

長
以
下
全
従
業
員
が
女
性
と

い
う
と
こ
ろ
も
、
ま
れ
で
は

な
い
。
一
般
的
な
営
業
活
動

は
人
当
た
り
の
柔
ら
か
な
女

性
の
方
が
優
位
な
の
だ
ろ

う
。

　

日
本
の
産
業
構
造
が
１
次

・
２
次
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
や

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
シ

フ
ト
し
て
い
く
過
程
で
、
女

性
の
社
会
進
出
は
男
性
を
駆

逐
す
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
。

　

60
年
前
、
戦
後
間
も
な
く

の
新
制
義
務
教
育
で
男
子
ま

で
が「
家
庭
科
」を
習
わ
さ
れ

た
が
、ま
じ
め
に
や
っ
て
い
た

男
子
生
徒
は
い
な
か
っ
た
。

当
時
の
文
部
省
の
先
見
性
は

す
ご
い
。

　

今
や
就
業
困
難
な
父
親
よ

り
も
母
親
に
労
働
需
要
が
あ

る
な
ら
、
父
親
は
家
庭
で
の

家
事
育
児
で
貢
献
す
る
し
か

な
い
。

　

だ
が
、
女
性
天
下
も
先
に

暗
雲
が
立
ち
込
め
て
い
る
。

女
性
の
職
場
を
狙
う
第
３
の

性
が
あ
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ

る
。　紙面へのご意見や感想、投稿記

事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

金パラ10月改定金パラ10月改定
『早見表』次号に同封
　厚労省は10月１日から材料価格
を改定し、歯科用金パラおよび14
Ｋ、銀合金などが変更される。
　協会・保団連は『歯科点数早見
表・10月版』を発行し、本紙９月
25日付に同封して会員に届ける。
（４面に金パラ関連の改定点数一
覧を掲載）

い
て
学
ん
だ
。

　

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
小
澤

力
理
事
長
は
、「
構
造
改
革

で
貧
困
が
広
が
る
な
か
、

『
一
体
改
革
』
案
は
国
民
を

幸
せ
に
す
る
と
い
う
視
点
が

な
く
な
っ
て
い
る
。
府
市
ダ

ブ
ル
選
挙
で
は
、
構
造
改
革

の
総
仕
上
げ
と
し
て
の
医
療

改
革
・
地
方
分
権
が
問
わ
れ

る
。
対
立
軸
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。 

（
関
連
２
面
）

　

社
会
保
障
財
源
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
格
付
け
が
下

が
っ
た
日
本
の
国
債
が
売
れ

て
い
る
こ
と
に
触
れ
な
が

ら
、
格
差
社
会
を
背
景
に
し

た
過
剰
資
金
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
。
所
得
や
法
人
、
資
産

に
課
税
す
る
増
税
・
増
収
策

で
財
源
拡
充
を
求
め
る
な

ら
、
消
費
税
増
税
以
外
の
道

が
あ
る
と
主
張
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
「
一
体
改

革
」
の
医
院
へ
の
影
響
に
つ

を
社
会
保
障
目
的
税
化
し
よ

う
と
し
て
い
る
。「
目
的
税

化
で
社
会
保
障
が
拡
充
さ
れ

る
と
の
考
え
は
誤
り
」
と
語

っ
た
二
宮
氏
。
目
的
税
化
に

よ
っ
て
「
生
存
権
を
守
る
権

利
と
し
て
の
社
会
保
障
」
か

ら
「
互
助
・
共
助
の
制
度
」

に
変
質
さ
せ
ら
れ
、
社
会
保

障
支
出
を
保
険
料
と
消
費
税

収
入
の
枠
内
に
抑
え
込
む
保

険
原
理
が
強
化
さ
れ
る
と
指

摘
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
二
宮
氏
は
、

消
費
税
５
％
増
に
よ
る
増
収

は
物
価
上
昇
や
高
齢
化
に
伴

う
自
然
増
な
ど
に
充
て
ら

れ
、
政
府
の
言
う
「
社
会
保

障
の
機
能
強
化
」
は
、
ほ
こ

ろ
び
を
繕
う
現
状
維
持
に
過

ぎ
な
い
と
批
判
し
た
。

題
」
と
題
し
て
講
演
し
、

「
消
費
税
＝
社
会
保
障
目
的

税
化
は
社
会
保
障
を
変
質
さ

せ
る
も
の
」
と
批
判
し
た
。

　

二
宮
氏
は
、
政
府
の
「
一

体
改
革
」
は
、「
社
会
保
障

と
い
う
エ
ビ
で
、
消
費
税
増

税
と
い
う
タ
イ
を
釣
り
上
げ

る
作
戦
だ
」
と
述
べ
、
最
大

の
狙
い
は
消
費
税
の
増
税
で

あ
る
と
強
調
し
た
。

　

同
「
改
革
」
で
は
消
費
税

　

消
費
税
増
税
を
明
言
し
て

い
る
政
府
・
与
党
「
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
成
案
」
や

消
費
税
増
税
の
歯
科
医
療
機

関
へ
の
影
響
、
大
阪
市
の
国

保
問
題
な
ど
に
つ
い
て
学
ぼ

う
と
、協
会
は
８
月
28
日
、Ｍ

＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
２
０
１
１
を
開
い
た
。

　

神
戸
大
学
の
二
宮
厚
美
教

授
が
、「
社
会
保
障
・
税
一

体
改
革
と
社
会
保
障
財
源
問

ぜ
ひ
ご
参
加
を

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

大
阪
連
絡
会
で
は
、
毎
年
秋

に
市
民
と
共
に
歯
科
医
療
の

大
切
さ
を
学
ぶ
市
民
講
座
を

開
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
２
０
０
７
年
に

【
講
師
紹
介
】

　

山
崎
万
里
（
や
ま
ざ
き
・

ま
り
）
１
９
４
３
年
生
ま

れ
。
大
阪
千
代
田
短
期
大
学

非
常
勤
講
師
、
家
庭
栄
養
研

究
会
顧
問
。
著
書
に
『
み
ん

な
ち
が
っ
て 

み
ん
な
い
い
』

『
は
ぐ
く
む
者
の
未
来
学
』

『
親
が
育
つ 

子
も
育
つ
』

（
い
ず
れ
も
、
せ
せ
ら
ぎ
出

版
）
な
ど
。

開
い
た
日
常
診
療
経
験
交
流

会
で
大
好
評
だ
っ
た
山
崎
万

里
氏
（
千
代
田
短
期
大
学
非

常
勤
講
師
・
家
庭
栄
養
研
究

会
顧
問
）
に
「
身
を
守
る
食

べ
方
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
い

た
だ
き
ま
す
。

　

農
作
物
の
放
射
能
汚
染
や

風
評
被
害
、
さ
ま
ざ
ま
な
食

品
添
加
物
な
ど
、
食
に
関
す

る
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
何
を
、
ど
の
よ
う
に
食

べ
れ
ば
健
康
な
体
を
つ
く
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
放
射
能

か
ら
身
を
守
る
食
事
と
は
―

―
を
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

市
民
講
座
と
し
て
い
ま
す

が
、
歯
科
医
療
従
事
者
の
方

で
も
非
常
に
示
唆
に
富
む
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
会
員

の
先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ご

家
族
や
ス
タ
ッ
フ
、
患
者
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
会
場
で
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

大
阪
連
絡
会
で
は
「
全
身
の

健
康
は
お
口
か
ら
」
を
合
言

葉
に
、
地
域
で
の
無
料
健
診

や
健
康
教
室
な
ど
、
さ
ら
に

活
発
に
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

11
月
27
日
の
大
阪
市
長
選
ま
で
２
カ
月
半
を
切
っ

た
。
大
阪
府
の
橋
下
知
事
は
辞
職
の
構
え
を
見
せ
て

お
り
、
知
事
選
と
の
ダ
ブ
ル
選
挙
が
濃
厚
に
な
っ
て

い
る
。
平
松
市
長
と
橋
下
知
事
。
選
挙
で
問
わ
れ
る

両
者
の
４
年
間
に
及
ぶ
市
政
・
府
政
運
営
を
政
策
部

が
検
証
す
る
。

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
は
「
い
の
ち

の
食
育
―
―
エ
コ
の
視
点
で
身
を
守
る
食
べ
方
」
を
テ

ー
マ
に
10
月
16
日
、
市
民
講
座
を
開
く
（
後
援
・
大
阪

府
、
大
阪
市
）。
同
会
の
代
表
世
話
人
を
務
め
る
小
澤

力
氏
（
協
会
理
事
長
）
が
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

日
時　

10
月
16
日
（
日
）
午
後
２
時
半
〜
４
時
半

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

山
崎
万
里
氏　
　

会
費　

無
料

申
込　

協
会
事
務
局
（
☎
06
―
６
５
６
８
―
７
７
３
１
）

護
岸
崩
壊
の
危
険
が
あ
る
37

河
川
の
整
備
事
業
は
遅
々
と

し
て
進
ま
ず
、
改
修
完
了
ま

で
20
年
以
上
か
か
る
見
込
み

だ
。

　

府
民
の
安
全
・
安
心
を
置

き
去
り
に
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
関
連

に
投
じ
た
予
算
は
１
１
５
億

円
。
さ
ら
に
、
府
は
Ｗ
Ｔ
Ｃ

ビ
ル
の
耐
震
対
策
に
最
大
１

３
０
億
円
の
追
加
工
事
を
迫

ら
れ
て
い
る
。「
関
西
再
生

の
起
爆
剤
」（
橋
下
知
事
）

の
は
ず
が
、
無
駄
の
象
徴
に

―
―
。
今
後
、
知
事
の
責
任

問
題
に
発
展
し
て
い
く
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。
府
庁
移

転
構
想
と
い
う
失
政
の
ツ
ケ

が
、
府
民
の
肩
に
重
く
の
し

か
か
っ
て
い
る
。 （
つ
づ
く
）

シ
ョ
ン
」
と
述
べ
た
り
、

「
Ｗ
Ｔ
Ｃ
を
大
阪
都
庁
に
さ

せ
て
ほ
し
い
」
と
主
張
し
た

り
す
る
な
ど
、
移
転
に
固
執

す
る
姿
勢
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。

　

知
事
の
防
災
意
識
の
希
薄

つ
け
、
議
会
で
２
度
に
わ
た

っ
て
否
決
さ
れ
て
も
、
庁
舎

移
転
を
推
進
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
Ｗ
Ｔ
Ｃ

ビ
ル
が
大
き
な
被
害
を
受
け

た
後
、
災
害
対
策
の
専
門
家

で
あ
る
塩
崎
賢
明
氏
（
神
戸

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
の
防
災
上
の

問
題
は
、
移
転
表
明
直
後
か

ら
分
か
っ
て
い
た
こ
と
だ
。

08
年
12
月
議
会
で
共
産
党
府

議
が
ビ
ル
自
体
の
耐
震
性
の

脆
弱
さ
を
指
摘
す
る
と
共

橋
下
府
政

　

８
月
18
日
、
大
阪
府
と
防

災
の
専
門
家
と
の
意
見
交
換

会
。
咲
洲
庁
舎
（
旧
Ｗ
Ｔ
Ｃ

ビ
ル
）
の
耐
震
面
で
の
致
命

的
な
欠
陥
を
指
摘
さ
れ
た
橋

下
知
事
は
、

「
咲
洲
庁
舎
へ

の
全
面
移
転
は

あ
り
得
な
い
」

と
、
つ
い
に
移

転
断
念
を
表
明

さ
は
、
府
の
予
算
に
も
表
れ

て
い
る
。
防
潮
・
津
波
対
策

予
算
は
、
知
事
就
任
前
と
比

較
し
、
６
割
が
カ
ッ
ト
。
南

海
地
震
対
策
費
は
ゼ
ロ
円
に

な
っ
た
。
公
立
学
校
の
耐
震

化
は
全
国
最
低
の
ま
ま
だ
。

大
学
大
学
院
教
授
）
や
河
田

恵
昭
氏
（
関
西
大
学
教
授
）

が
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
は
防
災
拠

点
と
し
て
不
適
格
と
進
言
し

て
も
、
耳
を
貸
す
こ
と
は
な

か
っ
た
。
咲
洲
庁
舎
は
津
波

を
見
渡
す
「
最
高
の
ロ
ケ
ー

に
、
震
度
５
弱
で
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ム
が
運
行
停
止
に
な
り
、

阪
神
高
速
も
咲
洲
ト
ン
ネ
ル

も
進
入
禁
止
に
な
る
問
題
を

追
及
。
橋
下
知
事
は
「
知
事

は
そ
ん
な
細
か
い
こ
と
ま
で

知
る
必
要
は
な
い
」
と
は
ね

し
た
。
防
災
拠
点
と
し
て
成

り
立
た
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
、
極
め
て
妥
当
な
判
断
と

言
え
る
。
２
０
０
８
年
８
月

の
移
転
表
明
か
ら
３
年
。
一

連
の
移
転
騒
動
か
ら
、
橋
下

知
事
の
防
災
政
策
の
問
題
が

「目的税化は社会保障を
変質させる」と批判する
二宮厚美氏＝８月28日、 　
Ｍ＆Ｄホール  　　　　　

大阪府民の税金115億円が投じ
られた咲洲庁舎（旧WTCビル）

サマー　
セミナー

放射能などから身を守る食事をテーマに
市民
講座「いのちの食育」10・16開催

「
一
体
改
革
」狙
い
は
消
費
税
増

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会

防
災
予
算
削
り
Ｗ
Ｔ
Ｃ
購
入

南
海
地
震
対
策
費
ゼ
ロ
円

二
宮
氏〝
エ
ビ
で
タ
イ
を
釣
る
作
戦
〞

ダ
ブ
ル
選
挙

ダ
ブ
ル
選
挙

橋
下
府
政
・
平
松
市
政
を
検
証

橋
下
府
政
・
平
松
市
政
を
検
証
①


